
EDA/CADツール

設計用PC

本科目の設計製作フローと、EDA/CADツール Quartus II

ゲートレベル記述（ネットリスト）

ハードウェア仕様記述 （UML、C言語）

ビヘイビア（動作）記述 （HDL、C言語）

レイアウトレベル記述
（コンフィグレーションデータ）

配置・配線

記述チェック
機能検証

論理合成

タイミング検証

動作確認（ボード）

sim

sim

PLD

ライブラリ

コンフィグレーション

RTL（機能）記述（ブロック図、 HDL、C言語）

論理回路・式記述（論理回路図、 HDL）

動作合成

PLD用開発ボード
●ISPプログラマ＆チェッカ
●DE2-70

接続ケーブル

ALTERA社製PLD

●EPM7128SLC84-15

●EP2C70F896C6

Windows

：手掛けるフロー

ALTERA社製PLD用
EDA/CADツール

Quartus II 9.1

Web Edition



Quartus IIの起動 各部の名称

ツールバー

Project Navigatorウィンドウ
プロジェクトに関する情報を表示

Statusウィンドウ
各工程の作業進行状況を表示

Messagesウィンドウ
各工程の作業結果を表示

メニューバー

Filesタブ
アクティブにしておくことをおススメ

1. 各工程
2. プロジェクト



EDA/CADツール

Analysis & Elaboration

Fitter

Quartus II 各工程の名称

ゲートレベル記述（ネットリスト）

ハードウェア仕様記述 （UML、C言語）

ビヘイビア（動作）記述 （HDL、C言語）

レイアウトレベル記述
（コンフィグレーションデータ）

配置・配線

記述チェック
機能検証

論理合成

タイミング検証

動作確認（ボード）

sim

sim

PLD

ライブラリ

コンフィグレーション

Functional Simulation

Analysis & Synthesis

Timing Analyzer
Timing Simulation

Assembler

C
o
m

p
ila

tio
n

RTL（機能）記述（ブロック図、 HDL、C言語）

論理回路・式記述（論理回路図、 HDL）

動作合成

Quartus II 9.1

Web Edition

Programmer

Pin Assignment（ピン割当）

各工程で自動的に
生成されるファイル
がある。



Quartus II のプロジェクト

ゲートレベル記述（ネットリスト）

ハードウェア仕様記述 （UML、C言語）

ビヘイビア（動作）記述 （HDL、C言語）

レイアウトレベル記述
（コンフィグレーションデータ）

動作確認（ボード）

PLD

ライブラリ

RTL（機能）記述（ブロック図、 HDL、C言語）

論理回路・式記述（論理回路図、 HDL）

動作合成

Analysis & Elaboration

Functional Simulation

Fitter

Assembler

Programmer

Timing Analyzer

Timing Simulation

Analysis & Synthesis

[A] どこにどんな名前で保存した
デザインファイルを使うのか

[B] 最上位モジュールの
デザインファイル名（拡張子なし）は
何か

C
o
m

p
ila

tio
n

ピン割当[D] どのPLDを使うのか

[C] 各工程で自動的に生成される
ファイルをどこに保存するか
（作業ディレクトリ）

Quartus IIは、A～Dの情報を一
括してプロジェクトとして扱い、
プロジェクトファイルに保存する。
【新規プロジェクト作成】

[E] プロジェクト名は何か
（→プロジェクトファイル名になる）

新規プロジェクト作成前に、
・Cのディレクトリを用意する
・Eの名前を決めておく
（CとEを同じ名前にすると無難）

【注】ALTERA社の
現行のPLDだけでも
約100種類存在する。
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Quartus II のプロジェクトフロー

設計の記述

名前を付けて保存

既存プロジェクトあり

プロジェクト作業開始

プロジェクト作業終了

新規プロジェクト作成

新規プロジェクト作成

quartus project file

.qpf

設計の記述

名前を付けて保存

ゲートレベル記述（ネットリスト）

レイアウトレベル記述
（コンフィグレーションデータ）

Fitter

Analysis & Synthesis

Timing Analyzer

Timing Simulation

動作確認（ボード）

PLD

ライブラリ

Assembler

Programmer
C

o
m

p
ila

tio
n

Analysis & Elaboration

Functional Simulation

ピン割当

（c）

（d）

（e）

（f）

（a）

（b）

●省略できない工程

（c）、（d）、（f）

●省略できる工程

（a）、（b）、（e）

【理由】
（a）：（c）に含まれる。
（b）と（e）：ボードによ
る動作確認でよい。

本科目では基本的に省略する。
ただし、必要に応じて（b）、（e）を行ってもよい。
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新規プロジェクト作成

①作成した作業ディレクトリ名
②プロジェクト名（①と同じが無難）
③Top-Level Entity名

①

②

③

④

プロジェクトの
作業ディレクトリを作成

途中略

【注】
③Top-Level Entity名とは、
最上位モジュールの
デザインファイル名（拡張子なし）

Add Files [page 2 of 5]

使用するデザインファイルを全て登録
（後で登録することも出来る）

Family & Device Setting [page 3 of 5]

使用するPLDを選択
EDA tool Setting [page4 of 5]

何も設定しないで
Summary [page 5 of 5]

確認して、

[page 1 of 5]

途中略

本科目で選択するPLDは、
●Family:MAX7000S

Available Devices:EPM7128SLC84-15

●Family:Cyclone II

Available Devices:EP2C70F896C6

設計の記述

名前を付けて保存

新規プロジェクト作成

新規プロジェクト作成

設計の記述

名前を付けて保存
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プロジェクト情報の再確認

登録したデザインファイルが表示される

「フルパスの作業ディレクトリ名/プロジェクト名－ Top-Level Entity名」
と表示される

新たにデザインファイルを登録 デザインファイルの登録を取りやめ

右クリック

①
②

③

④
⑥

Add

⑦

選択ファイル名確認

⑤

取りやめたい
ファイルアイコンを

右クリック

①
②

デザイン
ファイルを選択
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新規プロジェクト作成→次の内容へ

設計の記述

名前を付けて保存

新規プロジェクト作成

新規プロジェクト作成

quartus project file

.qpf

設計の記述

名前を付けて保存

ゲートレベル記述（ネットリスト）

レイアウトレベル記述
（コンフィグレーションデータ）

Fitter

Analysis & Synthesis

Timing Analyzer

Timing Simulation

動作確認（ボード）

PLD

ライブラリ

Assembler

Programmer
C

o
m

p
ila

tio
n

Analysis & Elaboration

Functional Simulation

ピン割当

Quartus II 内蔵の
VHDLエディタについて

VHDLの文法について

（c）

（d）

（e）

（f）

（a）

（b）

●省略できない工程

（c）、（d）、（f）

●省略できる工程

（a）、（b）、（e）

本科目では基本的に省略する。
ただし、必要に応じて（b）、（e）を行ってもよい。

（c）≫

（a）≫

HW-4_QII-02-DesignVHD.pdf
HW-4_QII-02-DesignVHD.pdf
HW-5_VHDL-01.pdf
HW-4_QII-03c-Compile.pdf
HW-4_QII-03a-AnaElabo.pdf

